
೔ຊでは1���೥に成ཱしたڥ؀Ξηスϝンτ法にͮجき、一ఆن໛Ҏ্の開発に際して、ੜ෺多༷ੑを
ؚめたڥ؀อ全にे分഑ྀすることがٻめΒれています。ւ֎にはこれをさΒにਐめて、開発によͬてੜ
ଶܥがड͚るෛのӨڹを代ঈすることで、ࣗવのଛࣦをθϩにする試みʢੜ෺多༷ੑオϑηοτʣを࣮ࢪ
している国々があります。そこで೔ຊ΁のこの੍度の導入を໨ࢦし、オϑηοτを࣮ࢪするサイτをݕ౼
するとともに、ଛࣦ分のΧ΢ンτに利用Մೳなੜଶܥのఆ量的ධՁ手法を開発しました。Ճえて、このධ
Ձ手法開発では、୸ૉのଛࣦθϩも໨ࢦしています。ຊڀݚにより、ੜ෺多༷ੑにも、୸ૉにも優しいʮ؀
。อ全オϑηοτʯをఏҊしましたڥ

成果

܎Ξηεϝϯτとੜ෺ଟ༷ੑΦϑηοτとͷؔڥ؀
　環ڥアセスϝント（環ڥӨڹධ価）੍度では、一定ن
模Ҏ্の開発にࡍし、事લにਓやੜ物の多༷性など΁の
Өڹをௐࠪ、༧測して、े分に環ڥอ全に഑ྀすること
がٻめられます。ੜ物多༷性オフセοトでは、さらに環
をゼロにすること（オフセοト、୅ঈ）ڹ΁のෛのӨڥ
をٻめます（図１）。

Ͳ͜ͰΦϑηοτΛ࣮͢ࢪ΂͖͔
ɹ開発஍にෛのӨڹが残った৔合、オフセοトが࣮ࢪ可
能な஍理的ൣғ（オンサイト）をܾめて͓くことがඞ要
です。そこで、ੜ物多༷性オフセοトが౎ಓ෎ݝ୯Ґで
੍度化されると૝定し、ಈ物の分෍を分析しました。そ
の結果、৿林性のᄡೕ類、ௗ、ࠛ஬のී通種の約൒数は、
౎ಓ෎ݝ内の1かॴ（10Lmϝοシϡの1ϝοシϡのみ）
にしかੜଉしていないことが分かりました。つまりオフ
セοトは౎ಓ෎ݝ内でߦうこととܾめてしまうと、อ全
に͓いてݟ過͝されやすいී通種の൒分は、分෍஍が確
อされない可能性のあることが໌らかになりました。一
方、オフセοトのൣғをྡ઀౎ಓ෎ݝに͛޿ると、この
問題は֓Ͷ解ফできることも分かりました。オフセοト
の࣮ࢪには類ࣅのੜଶ系をڞ有する、ྡ઀する౎ಓ෎ݝ
が͓ޓいに࿈ܞすることがඞ要です。

ੜ෺ଟ༷ੑと୸ૉ͸ಉ࣌ʹकΕΔ͔ʁ
ɹ৿林は温ࣨ効果Ψスのೋ酸化୸ૉを吸ऩしたり、஝ੵ
したりする重要な໾ׂを୲っています。そこで私たちは、
୸ૉのอ全にもண目しました。いったΜ຀૲஍などに࢖

われてྼ化したੜଶ系でも、その後थ木の多༷性がճ෮
してೋ࣍林となった৔合（ճ෮ೋ࣍林とݺͿ）には、ྼ
化のないೋ࣍林（ߋ新ೋ࣍林とݺͿ）と୸ૉ஝ੵ量に大
きなࠩがありませΜでした。したがって、ೋ࣍林から成
ख़林を経て࿝ྸ林΁と༠ಋするੜ物多༷性オフセοトを
。すれば、୸ૉ஝ੵ量のճ෮も期待できます（図2）ࢪ࣮

ੜ෺ଟ༷ੑと୸ૉΛධՁ͠ɺอશ͢Δʮڥ؀อશΦ
ϑηοτʯ
ɹҎ্の結果をとりまとめ、私たちはੜ物多༷性オフセο
トに୸ૉอ全を௥加した、「環ڥอ全オフセοト」をఏҊし
ます。またෛのӨڹをゼロにするためのੜଶ系ධ価法とし
て、߽Ϗクトリアभで開発された「ϋϏタοトヘクタール法
」のվగ൛をఏҊします（ද1）。೔本൛の特௃は、ᶃ೔本
のੜଶ系の特性に合க、ᶄ୸ૉอ全の؍点を௥加、ᶅランド
スέープϨベルのӨڹをオフセοト技術開発に利用する、
というものです。今後は、環ڥอ全オフセοトのࣾձ࣮૷
に޲け、さらに技術開発を進めるඞ要があります。

研究資金と課題

ɹ本研究は、環ڥল環ڥ研究総合推進අ「1-1401環ڥอ
全オフセοトಋ入のためのੜଶ系ධ価手法の開発」によ
る成果です。

จݙ

খ໌ࢁ೔߳・Ԭ෦وඒࢠ 	201�
 ੜ物多༷性オフセοト
によるϊーωοトロスୡ成のੜଶ学的課題� ৿林総合研究
ॴ研究ใࠂ 	ҹ࡮中


ੜ෺ଟ༷ੑͱ୸ૉをकる৽͍͠࢓૊Έʵڥ؀อશΦϑηοτʵ
ੜ෺ଟ༷性研究ڌ఺　Ԭ෦و�ඒݹ・ࢠ઒�୓࠸・খ山�໌೔香・ַ�ޱݪ・๺Ԭ�఩
森林ࠛ஬研究領域　ୌٱ�ஐ　͖ͷ͜・森林ඍੜ෺研究領域　෰෦�ྗ
森林২ੜ研究領域　ਖ਼木�ོ・ࠤ౻�อ・ेޒཛྷ�఩໵
森林؅ཧ研究領域　দӜ�ढ़໵　ࢧࠃ࢛ॴ　௕୩઒ݩ�༸

図2
ఱવߋ৽͠たೋྛ࣍とྼ化͔らճ෮͠たೋྛ࣍のੜ෺ଟ༷ੑと୸ૉ
N4�྆ऀにはࠩがありませΜ。

図1
ϛςΟήʔγϣンώΤϥϧΩʔʢ୅ঈાஔの༏ઌॱҐʣʹ ΋とͮ͘ੜ෺ଟ༷ੑΦϑηοτ
のखॱ
ੜଶ系΁のෛのӨڹ、またはੜଶ系の価値のଛࣦをゼロにする（ϊーωοトロス）をݪଇとしますが、
正のӨڹや価値の૿加（ωοトήイン）をٻめる৔合もあります。

ϋˎϏタοトヘクタール法では、߲ 目͝とにࢀরϨベルをຬ点としたときのスίアを഑点し、「スίアの合ܭʷ໘ੵ」を
そのੜଶ系の合ܭಘ点とします。環ڥอ全オフセοトでは、開発஍のスίア分Ҏ্が୅ঈされることがٻめられます。
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኱ᚄ木（ಶయ数䛸೺全度）
*ᶞ高か䜙⟬ฟ

ྠᕥ “኱ᚄ”のサイ䝈をᶞὝのできる直ᚄ30
䟛௨ୖ䛸する䚹Ⅳ⣲ホ౯に䜒฼⏝

ᯘෙ（⿕そ⋡䛸೺全度） ྠᕥ ೺全度を㝖く

ᯘᗋ᳜⏕（⏕άᆺの数） ᯘᗋ᳜⏕ ✀数䞉✀⤌ᡂな䛹䛸する

ᅜෆእ᮶✀をྵ䜐እ᮶✀（⿕度） ᭦᪂㜼ᐖ要ᅉ እ᮶✀か䜙᪥ᮏ≉᭷の᭦᪂㜼ᐖ要ᅉに
ኚ᭦（ササな䛹の᭦᪂㜼ᐖ᳜⏕䚸シ䜹に
よる㣗ᐖ）

᭦᪂（᭦᪂の᭷↓䛸多ᵝ性） ᭦᪂（᭦᪂の᭷↓䛸㝵ᒙᵓ㐀） ⱝ木（ୗᒙ᳜⏕より኱きく䚸ᯘෙ木に㐩し
ないサイ䝈のಶయ）の✀数䛸ᐦ度でุᐃ

リ䝍ー（⿕そ⋡䛸ᅾ᮶✀リ䝍ーの
๭ྜ）

リ䝍ー（⿕そ⋡） ⿕そ⋡に䛴い䛶䛿ᩳ度のᙳ㡪をᛕ㢌に
⨨く䚹

ಽ木䞉ⴠᯞ（㛗䛥䞉኱ᆺの᭷↓） ಽ木䞉ⴠᯞ（サイ䝈䚸分ゎ度） ኴ䛥のランクをୗ䛢䚸ᯤṚ❧木をྵ䜑る
䛣䛸で䚸Ⅳ⣲ホ౯に䜒฼⏝
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